
在京白堊会報2004年10月（第17号）「土人踊り」でクライマックス!!～在京白堊会創立35周年記念総会レポート～連休明けの5月8日土曜日、東京の「アルカディア市ヶ谷」で在京白堊会創立35周年記念総会が開催されました。第33回から定着した土曜日開催を生かして今回も４時から講演会、５時45分から総会と懇親パーティというプログラムで楽しんでいただきました。講演会は「日本の食文化と鯨」と題して、昭和47年卒で，水産庁漁場資源課長・国際捕鯨委員会（IWC）日本代表代理の小松正之氏が、日本における鯨の食文化・完全利用文化、捕鯨の歴史、今後の捕鯨の可能性などをIWCにおける交渉の苦労話や挽話を交えながら熱く語ってくれました。交渉では強面の小松さんも、この日ばかりはゆったりとおだやかな語り口で、江戸時代の鯨食や鯨の流通量、ペリーの講演中の小松正之さん「鯨は日本の食文化」という小松さんのイキな計らいで、「鯨刺」（写真上）をはじめさまざまな鯨料理が特別提供されました。たいへんな人気で、あっと言う間になくなり、残念ながら口にできなかった方も多かったようです。来航と米国の帆船捕鯨との関係など、鯨博士らしい知見を流暢にご披露いただきました。引き続き会場を大ホールに移して、総会と懇親会が開催されました。総会では、及川昭伍在京白堊会会長の挨拶に続いて田口淳一校長、八角正司白堊同窓会会長からの祝辞を賜り、会務報告が了承されました。懇親会では、日本捕鯨協会の後援を得て鯨料理が振る舞われ、しばし鯨食文化に浸ることができました。また、後輩達のビデオ『新入生の7週間』（第4回全国放送コンテスト準優勝作品）が上映され、自らも経験し、今も粛々と続けられる「一高生になる儀式」に思いを馳せるとともに、会場が一つになる瞬間でした。クライマックスは7時過ぎに突然、やってきました。幹事有志による「土人踊り（猛者踊り）」です。会場の灯りが落とされ、10人の土人が腰蓑姿で現れた瞬間、会場があっけにとられ、時間が止まりました。その次の瞬間、「ノーナマニサパヤンプリマ……」の大合唱が会場全体からわき起こりました。会場ではかつてを思い出して腰を振りながら、大声を張り上げている人も見かけられ、創立記念大運動会の一コマが脳裏に浮かんできました。最後は恒例となった校歌斉唱、応援歌の高歌放吟のあと、幹事挨拶と次年度幹事の紹介へと続き、幹事団から参加者へのエールが送られました。（47卒）



（ 2 ）在京白堊会報2004年10月（第17号）

新
副
会
長

土

橋

と

も

子

さ

ん
（
昭
和
28
年
卒
）
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

兄
・
工
藤
祐
正

の
志
を
受

け
継

い
で

在
京
白
堊
会
副
会
長
に
な
ら
れ
た
土
橋
と
も
子
さ
ん
（
昭
和
2
8
年
卒
）

こ
の
度
、
長

い
間
在
京
白
堊
会
の

副
会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
外
山
浩
子
さ
ん
が
、
体
調
を

く
ず
さ
れ
た
と

の
こ
と

で
、
私

に
と

い
う

お
話

が
会
長

か

ら
あ
り

ま

し

た
。私

の
よ
う
な
も

の
が
そ
の
よ
う
な

大
役
を
務
め
る
こ
と
が

で
き
る

の
か

不
安

で
し
た
が
、
私

の
兄
工
藤
祐
正

（
昭
和

17
年
卒
）
＼が
在
京
白
堊
会
の

創
立

に
か
か
わ
り
、
こ
よ
な
く
こ

の

会

を

愛

し

て

い
た

こ
と

を

思

い
出

し
、
そ
し
て
、
私
も
年

々
歳
を
重
ね

る
ご
と
に
、
盛
岡
を
よ
り
身
近
に
感

じていたいと思うようになっておりますので、僧越ながら副会長をお引き受けすることにいたしました。兄は神田の岩手銀行七階の自分の事務所に、先輩の方から、若い後輩まで広い層の同窓生を集め、憩いの場所として提供していたようです。そして心置きなく盛岡弁を使って話し、郷土料理や昔話に花を咲かせていたようです。私に会うとそんな様子をうれしそうに話しておりました。その兄も今年十三回忌を迎えました。今になつて在京白堊会は兄の東京での生活において、心のよりどころであったように思います。

また、私の学年（昭和28年卒）
は盛岡中学創立70周年の年に、初めて女子が入学し、卒業した

学
年
で
す
。
在
京
白
堊
会
も
年
々
女
子
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
方
た
ち
と
も
、
こ
れ
か
ら
大

い

に
親
睦
を
深
め
て
い
き
、
女
子

の
代

表
と
し
て
、
少
し

で
も
今
後

の
在
京
白
堊
会
の
発
展
の
た
め
に
お
役
に
立

ち

た

い
所
存

で
す

の
で
宜

し
く

お
願

い
い
た

し
ま

す
。

平
成
1
6
年
度
在
京
白
堊
会
第
1
国
幹
事
会
で
乾
杯
の
音
頭
を
と
る
土
橋
と
も
子
さ
ん
（
平
成
1
6
年
7
月
2
8
日
。
写
真
中
央
は
馬
場
信
副
会
長
兼
事
務
局
長
）

●
啄
木
・

賢
治
青
春
マ
ッ
プ
を

銀
河
プ
ラ
ザ
で
無
料
配
布
中

9
月
中
旬
、
盛
岡
市

の
森
義
真
さ
ん
（
昭
和
4
7
年
卒
業
）
か
ら

在
京
白
堊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
年
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
で

す
。
盛
岡
市
の
市
民
団
体
文
化
地
層

研
究
会
（
高
橋
智
代
表
）
が
盛
岡
市

内
の

啄
木
と
賢
治

ゆ
か
り

の
地
を
網

羅
し

て

マ
ッ
プ

に
し
た

「
盛
岡
啄

木
・
賢
治
『
青
春
の
記
憶
』
探
求
地

図
」
で
、
国
際
啄
木
学
会
、

宮
沢
賢

治
学
会
で
2
人
を
研
究
し

て
い
る
森

義
真
さ
ん
ご
自
身

の
監
修

に
よ
る
も

の
で
す
。
今
年
7
月
、
啄
木
・
賢
治

青
春
館
（
旧
第
九
十
銀
行
本
店
本
館
）

が
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

以

下
に
森
義
真
さ
ん
の
書
き
込
み

を
転
載

い
た
し
ま
す
。

▼
標

記

の

マ

ッ
プ

（
盛

岡

啄

木
・
賢
治

「
青
春

の
記
憶
」
探
求
地

図
）
が

完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
U
R
L
（
h
青

書

w
w
、

iw
巴
e⊥卓
COJp育
且
昏

・
tOp．h邑

♯
N
0
0
干
○
岩

N・
こ
の
岩
手

日
報
記
事

を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
既
に
、

も
り
お
か
啄
木
・
賢
治
青
春
館
を
は
じ
め
盛
岡
や
花
巻
の
公
民
館
・
図
書
館
、

及
び
啄
木
・
賢
治

の
関
連
施
設
で
無

料

配
布

が
始

ま

っ
て
お
り
ま
す
が
、

明
日

（
9
月

25
日
）
よ
り
、
東
京
・

い
わ

て
銀
河
プ
ラ
ザ
と
福
岡

、

み
ち

の
く
夢
プ
ラ
ザ

で
も
配
布
で
き
る
よ

う

準

備

が

整

い
ま

し

た
。
た
だ
し
、

い
わ

て

銀

河

プ

ラ

ザ

で
は
当

面
、

マ
ッ
プ
を
請
求
し

た
方
や
啄
木
・
賢
治
に

関
し

て
問
合
せ
の
あ

っ

た
方
に
の
み
お
渡
し
す

る
こ
と
と

し
て
お
り
、

カ
ウ

ン
タ
ー
や
ラ

ッ
ク

か
ら
自
由
に
持
参

で
き

る
方
法
は
取
ら
な

い
こ

と
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

ま
た
部
数
に
は
制
限
あ

り
ま
せ
ん
が
、
常
識
の

範
囲
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
他

に
県
外

で
は

（
中
略

）
盛
岡
市

東
京

事
務
所
は
準
備
中
で
す
。

盛岡 啄木・賢治『青春の記憶』探求地 図 w e b版 は下記 U R L か らダウンロー ド

でき る h ttp ：〟w w w 2 ∪．b ig 10 b e ．n e ．jp ／‾ta k a －3 4 ／T K M a p ／T K m a p W E B ．h tm



（ 3 ） 在京 白 堊 会 報 2 0 0 4 年 1 0 月 （ 第 1 7 号 ）

総会 G  R  A

昭和 3 1年 卒のみなさん

F  F  I  T  l

昭和 4 1年 卒 のみなさん

八重畑達男 さん（昭和 18年卒）を囲んで昭和4 2年卒のみなさん

（
●
「
岩
手
五
行
歌
会
」
発
足

「
五
行

歌
」

と

い
う

の
は
、
草
壁

焔
太
氏
が
提
唱
し
主
宰
す
る
新

し
い

詩
歌
運
動
で
、
今
、
全
国
で
愛
好
者
が

増
え

て
い
ま
す
。
そ

の
岩
手
五
行
歌

会
が
今
春
発
足
し
、
白
堊
同
窓
の
愛

好
者
も
活
躍
し
始
め
て
い
ま
す
。

（
「
五
行
歌
」
と
啄
木
）

「
五
行
歌
」
と
は
、
五
行

で
書
き
、

一
行
が

一
息

で
読
め
る
長
さ
と

い
う

約
束
が
あ
る
だ
け
。

で
す
か
ら
、
初

心
者

で
も
形

に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由

に
創
作
で
き
る
の
が
魅
力

で
す
。

創
始
者

の
草
壁
焔
太
氏
は
、
石
川

啄
木

に
心
酔
し
五
行
歌
を
創
始
し
ま

し
た
。
草
壁
氏
は
、
「
歌

の
口
語
化

に
言
及
し
た
啄
木
が
も
う
少
し
長
生

き
し
て
い
た
ら
、
彼
が
五
行
歌
を
創

っ
て

い
た
」
と

常

に
語

っ
て

い
ま
す

。

（
遊
座
昭
吾
先
生
と
「
五
行
歌
」）

元
国
際
啄
木
学
会
会
長
で
、
昨
年

在
京
白
堊
会
総
会
の
講
師
を
務
め
ら

れ
た
遊
座
昭
吾
先
生
と
、
五
行
歌
を

創
始
し
た
草
壁
焔
太
氏
は
、
啄
木
を

介

し
て
親
し

い
交
流
が
あ
り
ま
す
。

草
壁
氏
は
盛
岡

一
高
教
諭
時
代

の
遊

座
先
生
を
啄
木
研
究

の
先
輩
と
し
て

一
度
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
と
き
訪
れ

た
渋
民
村
で
初
め
て
眺
め
た
岩
手
山

が

「
啄

木
が
書

い
た
と
お
り
」
で
、

感
激

で
涙
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
と
言

い
ま
す
。
草
壁
氏

に
と

っ
て
、
啄
木

の

故
郷
に
で
き

る
「
岩

手

五
行

歌
会

」

は
感
慨
も

一
入
。
遊
座
昭
吾
先
生
も

岩
手

で
の
「
五
行
歌
会
」
旗
揚
げ

で

は
陰

に
陽
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
読
売
新
聞
岩
手
版
に
は
毎

週
金
曜
日

「
五
行
歌
」
欄

が
掲
載
さ

れ
、
盛
岡
、
紫
波
、
久
慈

の
3
カ
所

で
毎
月

1
回

「
五
行
歌
」

の
歌
会

が

開

か

れ

て

い
ま

す
。
白
堊
人
と
し
て

は

〝
啄
木
を
引
き
継
ぐ

21
世
紀

の
文

学
“
と
草
壁
氏
が
語

る

「
五
行
歌
」

は
大

い
に
興
味

の
あ

る
と
こ
ろ
。
首

都

圏

で
は

カ

ル
チ

ャ
ー
セ

ン
タ
ー

や

地
域

の
歌
会

サ
ー
ク
ル
が
活
発
に
活

動

し

て

い
ま

す

の
で
、

興
味

の
あ

る

方

は

五
行

歌

の
会

（
東

京
市

ケ
谷

0

3

、
3
2

6

7

、
7

6
0

7
）

に

直
接

お
問

い
合
わ
せ
下
さ

い
。



在京 白 堊 会 報 2 0 0 4 年 1 0 月 （ 第 1 7 号 ） （ 4 ） 「 在 京 白 堊 会 3 5 年 の 歩 み 」 未 配 布 の 方 は 申 し 出 を 。 在 庫 の 販 売 も 行 い ま す 。

●
未
配
布
と

い
う
会
員
の
方

へ

今
春
発
刊
し
た

『
在
京
白
堊
会
3
5
年
の
歩
み
』
は
、

①
在
京
白
堊
会
会
員
で
会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
る
方
、

②

ご
執
筆

い
た
だ

い
た
方
、
に
は
無

料
配
布

（
総
会
参
加
者
に
は
当

日
配

布
）

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
該

当
す
る
会
員

の
方
で
、
引
越
し
や
手

違

い
等

で

お
手
元
に
ま
だ
届

い
て
お

ら
れ
な

い
と

い
う
方
も
、
な
か

に
は

い
ら

っ
し
や
る
よ
う

で
す
。
そ
う

い

う
方
は
、
事
務
局

（
1
面
題
字
下
に

住
所
、
電
話
が
書

い
て
あ
り
ま
す
）

に
遠
慮

な
く
申
し
出

て
、

「
送
り
先

住
所
」
を
お
伝
え

下
さ
い
。
早
急
に

お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
追
加

で
欲

し

い
と

い
う
方

に

「
盛
岡

の
友
人

や
知
人
に
送
り
た

い

の
で
、
有
料

で
1
～
2
冊
分
け
て

欲

し
い
」
と

い

っ
た
声
も
、
発
行
直
後

か
ら
何
件

か
寄

せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
事
務
局
に
は
若
干
部
数
、
在

庫
が
あ
り
、
1
部
千
円
（
＋
実
費
送

料
）

で
お
分
け
し
て
い
ま
す
。
希
望

者
は
お
早
め
に
事
務
局
ま
で
お
申

し

込
み

下
さ

い
。

な
お
、
残
部
数
が
無
く
な
り
、
ご

希
望

に
添
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
節
は
ご
容
赦
下
さ

い
。

第

2
回

在

京白堊会ゴルフ大会参加者大募集

昨
年
、
第
1
回
目
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
昭
和

29
年
卒
か
ら

50
年
卒
ま

で
35
名

（
う
ち
女
性
2
名
）
が
参
加

し
大
変
な
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

今

年
は
さ
ら
な
る
盛
会
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
参
加
は
個
人
で
も
チ
ー
ム
で
も

大
歓
迎
。
10
月

29
日
が
締
め
切
り

で
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
か
ら
、
希
望
者

は
お
早
め
に
お
申
し
込

み
下
さ

い
。

第
二
回

在
京白堊会

ゴ
ル
フ
大
会
「
開
催
要
額
」

期
日

平
成
16
年
11
月
19
日
（
金
）

会
場

ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

茨
城
県
竜
ヶ
崎
市
泉
町
原
口

ス
タ

ー

ト

集
合
時
間

募
集
定
員

会

費

48
名

4
千
円
（
パ
ー
テ
ィ
ー

費
、
賞
品
代
ほ
か
）

プ
レ
ー
費

概
算
1
万
4
千
円

（
プ

レ
ー
費

＋
昼
食
代
）
は
各
自
精
算
下
さ
い
。

送

迎
バ

ス

東
京
駅

－
会

場
間
の
往

復
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
駅
八
重
洲
日
本
橋
口
7
‥
30
発
。

総会 で配布 （会費納入者で総会に参加できなかった会員には後 日発送）した

『 在京白堊会35周年の歩み』（B5判並製／本文248ページ）は、200名余の会員

の皆 様 に ご執 筆 い た だ き 、白堊の歴史や人間像がよくわかると好評をいただ

きま した が 、校 正 ミス で一 部 ご執筆 ・ご協 力 い た だ き ま した会 員 、 関係 者 様

にご迷 惑 をお か けい た しま した。慎 んでお詫 び し、下 記 に 訂正 い た しま す。

表

紙
題
字

は

浅

沼

一
道

さ
ん
（
S
27
卒
）
に

揮
毫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

『
白
堊
0
0
会
』
（
杢
又
2
1
7
～
粥
P
）
の
ご
紹
介
文
の
執
筆
者
は

高
藤
五
郎
（
S
20
卒
）
さ
ん
で
す

『
在
京
白
堊
会
3
5
年
の
歩
み
』
の
表
紙
題
字
は
、
本
紙
『
在
京
白
堊
会
報
』
の
題
字
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
浅
沼
一
道
さ
ん
（
昭
和
2
7
年
卒
）
に
揮
毫
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

盛
岡

一
高

『白
堊
高
百
年
史
』
（
昭
和
5
5
年
）
の
題
字
な
ど
も
揮
毫
い
た

だ
き
ま

し
た
。
浅
沼
先
輩
は
天
籍
茎
日

道
会
を
主
宰
。
現
在
、
全

日
本
書
芸

文
化
院
副
代
表
、
毎
日
書
道
展
審
査

会
貝
、
吉
宗
院
相
談
役
と
し
て
、

日

本
の
書
道
界

の
発
展
に
貢
献

さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
に
改
め

て
ご
紹
介

し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

年

次
紹

介

の
昭
和

20
年

B
年

卒

『白
堊
6
0
会
』
を
ご
執
筆
い
た
だ
い

た
の
は
高
藤
五
郎
さ
ん
で
す
。
太
田

愛
人
さ
ん
と
な

っ
て
い
る
の
は
、

間

違

い
で
す
。
関
係
者

の
皆
様
に
は
た

い

へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま

し
た
。
こ
こ
に
慎

ん
で
訂
正
し
、
深

謝

い
た
し
ま
す
。

『
初

め

て

の
男
女
共

学
者
』
の

写
真

説
明
「
母
子
の
ダ
ン
ス
」
は

「
女

子

の
ダ
ン
ス
」
（
本
文
8
4
P
）
土
橋
と
も
子
さ
ん

（
昭
和

28
年

卒

＝
今
期
よ
り
在
京
白
堊
会
副
会
長
に
就
任
）
に
ご

執

筆

い
た
だ

い
た

『
初
め
て
の
男
女
共
学
者
』

写

真

説

明

「
運

動
会

で

の

母
子
の
ダ

ン
ス
」
は

「
運
動
会
で
の

女
子

の
ダ

ン
ス
」

の
誤
り

で
し
た
。

土
橋
と
も
子
さ
ん
に
は
貴
重
な
お
写

真

の
ご
提
供
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
。

●
こ
の
ほ
か
に
も
、
校
正

ミ
ス
な
ど

至
ら
な

い
点
が
多

々
あ

り
ま
し
た
。

慎
ん
で
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ミ
ス
も
多
く
、
ご
迷
惑
も

お
か
け

い
た
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
と
激
励
を
い
た
だ
き
、
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
白
堊
人

の
魂
の
足
跡
と
し
て
、
本
誌
同
様
愛
読
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
編
著
委
員
一
同
、

心
よ
り
願

っ
て
お
り
ま
す
。

申

込

み

個
人
、
チ
ー
ム
自
由
。

但
し
、
卒
業
年
次
単
位
1
チ
ー
ム
4

名

の

一
括
申
込
み
を
歓
迎
し
ま
す
。

申
込
方
法

①
氏
名

②
連
絡
先
住

所

③
電
話
番
号

④
卒
業
年
次

⑤

チ

ー
ム
の
場
合
は
代
表
者
名

⑥
送
迎
バ

ス
の
利
用
有
無
を
明
記
し
（
書
式
自
由
）

事
務
局
宛
申
し
込
む
。

申
込
締

切

平
成

16
年

10
月
29
日

（
金
）
但
し
、
先
着
順
。

定
員
に
達

し
次
第
締
め
切
り
。

プ

レ
ー
1
8
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
。

ハ
ン
デ
ィ
は
ダ
ブ
ル
ペ

リ
ア
方
式

で
算
出
。
同
ネ

ッ
ト
は
卒

業
年
次
上
位
。

対

抗

戦

卒
業
年
次
別
対
抗
戦
を

行

い
ま
す
。
1
チ
ー
ム
4
名

の
上
位

3
名

の
合

計

ス

コ
ア
で
順
位
決
定

表

彰

年
次
対
抗
戦
団
体
優

勝
、
個
人
戟
優
勝
ほ
か
賞
品
多
数
。

実
施
要
領

参
加
者
に
は
後

日
詳

細
な
実
施
要
領
を
送
付
し
ま
す
。

申

込

先

在
京白堊会事務局

〒
－≡
占
O
N
山
千
代
田
区
神
田
佐
久
間

町
丁
〓
、
産
報
出
版
株
式
会
社
内
、

記
念
誌
『
35
年

の
歩
み
』
は
も
う
ご

覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
。

こ
れ
を
読
む

と
5
0
歳
幹
事
制
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
」
な
ど
、

白
堊
会
と
母
校
の
多
く
の
疑
問
が
解
決
し
ま
す
。
温
故
知
新

で
新
し
い
息
吹
も
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。


